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あ
る
地
球
物
理
学
者
の
話
で
あ
る

校
長

石

田

正

人

｢

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
太
陽
と
仮
定
す
る
と
地
球
の

大
き
さ
は
大
体
丸
薬
程
度
で
あ
っ
て
、
太
陽
と
地
球
の

間
隔
は
約

メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
地
球
に
注
が
れ
て
い

30

る
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
の

億
分
の
１
に
過
ぎ
な

20

い
。
太
陽
系
に
お
い
て
地
球
は
眇
（
び
ょ
う
）
た
る
存

在
で
あ
る
。
こ
の
眇
た
る
地
球
に
は

億
の
ぼ
う
大
な

38

人
間
が
生
存
し
て
い
る
が
、
肩
を
接
す
る
程
度
に
集
ま

る
面
積
は
瀬
戸
内
海
の
淡
路
島
で
こ
と
足
り
、
も
し
東

京
の
満
員
電
車
並
み
に
詰
め
込
む
と
す
れ
ば
、
な
ん
と

伊
豆
の
大
島
に
全
人
間
が
詰
め
込
め
る
。
眇
た
る
地
球

も
実
は
き
わ
め
て
ぼ
う
大
な
も
の
な
の
で
あ
る
。｣

こ
の
記
事
は
、
昭
和

年
に
、
天
城
勲
氏
（
当
時
日
本

55

学
術
振
興
会
理
事
長
）
が
書
か
れ
た｢

科
学
教
育｣

と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
あ
る
新
聞
記
事
の
一
文
で
あ
る
。
従
っ

て
世
界
の
人
口
も
現
在
と
は
異
な
る
。

も
う
一
つ
人
口
の
話
で
、
例
え
ば
、
西
暦
１
７
０
０

年
頃
、
日
本
の
人
口
は
２
６
０
０
万
人
だ
っ
た
。
研
究

者
に
よ
っ
て
、
若
干
違
う
が
明
治
の
始
め
の
頃
ま
で
ほ

ぼ
同
じ
数
字
が
続
く
。
さ
て
、
少
子
化
そ
れ
に
関
係
し

て
人
口
の
問
題
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
内
閣
府
は
、

年
後
の
２
０
６
０
年
の
日
本
の
人
口
は
８
６
７
４
万

45人
と
推
計
し
て
い
る
。
前
出
の
天
城
氏
は
、
冒
頭
の
同

じ
文
の
続
き
に
、｢

太
陽
系
で
は
い
か
に
眇
た
る
存
在

で
あ
る
地
球
も
、
人
間
に
と
っ
て
は
逆
に
き
わ
め
て
大

き
な
生
存
の
場
で
あ
る
、
科
学
技
術
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
一
般
素
人
も
学
習
が
必
要
だ
が
、
科
学
者
、
技
術
者

は
そ
の
正
当
な
解
説
者
の
職
責
を
負
わ
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
っ
た
。｣

と
言
っ
て
い
る
。
一
般
素
人
の
一
人

と
し
て
、
現
在
の
７
割
の
人
口
に
な
る
２
０
６
０
年
頃

の
日
本
で
、
今
、
我
々
が
手
に
し
て
い
る
、
豊
か
な
土

地
、
美
し
い
水
、
そ
し
て
農
業
や
農
村
が
、
人
々
の
豊

か
な
暮
ら
し
の
中
で
、
ど
れ
だ
け
必
要
と
言
わ
れ
て
い

る
だ
ろ
う
か
、
知
り
た
い
。

◆

農
業
ク
ラ
ブ
校
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

結
果
発
表

◆

月

日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
校
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク

12

17

ト
発
表
会
の
結
果
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
各
区
分
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
発
表

は
、
来
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
発
表
県
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
県
大
会
、

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、
全
国

大
会
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

［
区
分
：
食
料
・
生
産
］

◆
最
優
秀
賞
◆

・
「
麹
給
与
が
鶏
や
鶏
卵
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
し
、
高
付
加

価
値
卵
を
開
発
す
る
」

河
原

翔
（
２
Ｚ
）

ほ
か
４
名

◆
優
秀
賞
◆

・
「
ゆ
と
り
あ
る
作
物
栽
培

～
防
霜
フ
ァ
ン
に
ヒ
ン
ト
を
得

て
～
」

金
安

和
輝
（
３
Ａ
）

ほ
か
２
名

［
区
分
：
環
境
］

◆
最
優
秀
賞
◆

・
「
畜
産
環
境
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て

～
微
生
物
を
活
用

し
た
汚
水
処
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
～
」

東
海
林
典
子
（
２
Ｆ
）
ほ
か
５
名

◆
優
秀
賞
◆

・
「
卵
殻
色
の
秘
密
に
迫
る
！

～
廃
棄
卵
殻
の
有
効
活
用
に

関
す
る
研
究
～
」

黒
江

彩
夏
（
２
Ｚ
）
ほ
か
４
名

・
「
縁
の
下
の
力
持
ち

～
有
機
ハ
ウ
ス
西

ブ
ロ
ッ
ク
積
工
～
」

大
森

葵
（
２
Ｅ
）
ほ
か
４
名

・
「
ス
イ
ゲ
ン
ゼ
ニ
タ
ナ
ゴ
保
護
活
動

～
高
農
環
境
を
考
え

る
会
の
取
組
～
」

佐
々
木
隆
弥
（
２
Ｅ
）
ほ
か
３
名

［
区
分
：
文
化
・
生
活
］

◆
最
優
秀
賞
◆

・
「
私
た
ち
の
エ
フ
カ
・
ド
・
カ
フ
ェ

シ
ー
ズ
ン
Ⅱ

～
Ｆ

科

年
の
夢
を
の
せ
て
～
」
山
下
千
夏
（
３
Ｆ
）
ほ
か
５
名

50

◆
優
秀
賞
◆

・
「
対
人
サ
ー
ビ
ス
専
門
分
会
に
お
け
る
工
夫
改
善
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」

森

春
華
（
２
Ｈ
）
ほ
か
５
名

・
「
も
も
の
里

力
と
心
を
合
わ
せ
て

も
り
あ
げ
よ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

柏
原

昴
生
（
２
Ｈ
）
ほ
か
４
名

◆

定
時
制
庭
園
の
復
活
を
目
指
す

◆

～
農
業
土
木
科
の
取
組
～

本
校
の
清
親
寮
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
第
２
生
徒
会
館

に
囲
ま
れ
た
場
所
に
は
、
昭
和

年
か
ら
昭
和

年
ま

23

44

で
定
時
制
の
校
舎
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
場
所
に

は
か
つ
て
庭
園
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ

れ
ず
、
雑
草
が
生
え
放
題
で
し
た
。
本
年
度
、
農
業
土

木
科
で
は
、
こ
の
場
所
を
生
徒
の
憩
い
の
場
所
に
復
活

さ
せ
よ
う
と
、
整
備
を
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
は
平
板
で
骨
組
測
量
、
細
部
測
量
を
行
い
平
面

図
を
作
成
し
て
現
状
を
把
握
。
次

に
既
存
の
池
の
水
抜
き
、
ヘ
ド
ロ

の
除
去
を
行
い
新
た
に
排
水
路
を

設
置
し
ま
し
た
。
建
設
機
械
を
操

作
し
て
大
き
な
石
を
除
去
し
、
樹

木
の
剪
定
や
除
草
を
行
い
、
憩
い

の
ス
ペ
ー
ス
に
は
カ
ラ
ー
ブ
ロ
ッ

ク
と
間
伐
材
を
組
み
合
わ
せ
て
設

置
し
ま
し
た
。
写
真
は
現

在
ま
で
の
整
備
状
況
で

す
。
ず
い
ぶ
ん
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
一
度
、
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。
今
後
は
、
雨
天

時
の
排
水
処
理
や
ビ
オ
ト

ー
プ
化
等
の
課
題
を
後
輩

た
ち
に
託
し
、
多
く
の
人

に
憩
い
の
場
所
と
し
て
利

用
さ
れ
る
空
間
に
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

◆
レ
ス
リ
ン
グ
部

中
国
大
会
初
制
覇

◆

１
月

・

日
（
土
・
日
）
、
高
松
農
業
高
校
で

24

25

開
催
さ
れ
た
第

回
中
国
高
等
学
校
選
抜
レ
ス
リ
ン

30

グ
競
技
会
、
学
校
対
抗
戦
に
お
い
て
、
本
校
レ
ス
リ

ン
グ
部
が
念
願
の
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

個
人
戦
で
も
各
階
級
で
、

小
宮
涼
雅
君
、
髙
森
樹
己
君
、

小
西
央
記
君
、
北
条
良
真
君

が
第
１
位
、
大
月
孝
優
君
が

第
２
位
と
な
り
、
団
体
戦
と

併
せ
て
、
来
る
３
月

～
27

29

日
、
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
る

全
国
選
抜
大
会
へ
の
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。

◆

「
岡
フ
ィ
ル
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
・

授
業
」
開
催

◆

１
月

日
（
木
）
、
園
芸
科
学
科
１
年
の
音
楽
（
本

29

郷
容
子
先
生
）
の
授
業
に
、
岡
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
管
弦
楽
団
が
「
出
前
コ
ン

サ
ー
ト
・
授
業
」
に
来
校
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
文
化
庁
の
芸
術

家
派
遣
事
業
を
活
用
し
た
も
の

で
、
本
校
１
年
生
は
こ
の
時
期

に
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
の
挑
戦
し

て
お
り
、
当
日
は
プ
ロ
か
ら
直

接
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
後
半
は
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
堪
能
し
、
最
後
に
は

「
ボ
レ
ロ
」
を
一
緒
に
演
奏
す

る
な
ど
、
と
て
も
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２ 月の行事

2(月) 研究発表会（①～⑥Ｆ科）

4(水) 研究発表会（②～⑥Ｚ科）

5(木) 研究発表会（②～⑥Ｚ科）

6(金) 漢字検定

9(月) 午後より家庭学習（～ 16日まで）

11(水) 建国記念日

12(木)～ 13(金) 特別選抜入試

18(水) 社会人講師（1E）

第４回ＰＴＡ役員会・評議員会

19(木) 先輩を囲む会

20(金) 社会人講師（2E）

23(月)～ 27(金) 学年末考査

23(月) ３年登校日／就農予定者激励会

24(火) 社会人講師（1E）

27(火) 卒業式予行／同窓会入会式

退舎式

◆
第
９
回
全
国
高
校
生

パ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

◆

こ
の
た
び
本
校
の
食
品
科

学
科
１
年
の
鈴
木
佑
奈
さ
ん

が
「
第
９
回
全
国
高
校
生
パ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
応
募
し
、

三
つ
の
部
門
に
総
数
３
３
０

件
を
越
え
る
応
募
者
の
中
か

ら
、
み
ご
と
「
手
仕
込
み
部

門
」
で
書
類
審
査
を
通
過
。

１
月

～

日
（
金
～
日
）

16

18

に
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
で
開

催
さ
れ
た
本
大
会
に
出
場

し
、
実
技
審
査
に
挑
み
ま

し
た
。
惜
し
く
も
大
賞
は

逃
し
た
も
の
の
、
部
門
ベ

ス
ト
４
と
し
て
堂
々
の
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。


